
　

　

　

給与所得者が転勤、退職等により異動した場合はすみやかに提出してください。
　給与所得者が転勤、退職、無給休職、無給の長期欠勤、死亡などの理由によって給与の支払いを受けなくなったときは、給与
の支払いがあった月までの月割額を徴収して納入し、異動届出書をその異動があった日の翌月の10日までに必ず提出してください。
　異動届出書の提出が遅れた場合、退職者等の残税額は普通徴収※の残りの納期で均等割して徴収するため、個人が１回に納付
する税額が多くなることがありますので、ご注意ください。
　※普通徴収…個人に直接納税通知書を送付して徴収する方法で、納期は、１期 6 月末・2 期 8 月末・3 期1 0月末・4 期翌年１
　　月末の 4回です。

　転勤・転職先で特別徴収を継続する場合を除き、退職等の事由により特別徴収できなくなった残税額は、通常、普通徴収により
徴収することになりますが、次の場合には特別徴収義務者がその残税額を一括徴収しなければなりません。
　イ） 6月 1日から12月3 1日までの間に、退職等により給与の支払いを受けないこととなった場合で、最後に支払われる給与ま
　　　たは退職手当等の合計額が残税額を超え、かつ、納税義務者から 一括徴収してほしい旨の申出があったとき。

　ロ）翌年の1月1日から4月30日までの間に、退職等により給与の支払いを受けないこととなった場合で、最後に支払わ
　　　れる給与または退職手当等の合計額が残税額を超えるとき。（この場合、本人の申出の有無にかかわらず、一括徴収しなけ
　　　ればなりません。）

イ）の退職時期が12月31日までの方についても、給与または退職手当等の合計額が残税額を超える場合には、
　① 改めて納税資金の準備をしなくて済む。
　② 個人で納付しなくて済む。
　③ 特に、10月以降に退職した方は、普通徴収の残りの納期が 1回（ 1月末）しかないため、一括徴収するの
　　 と同じ結果になる。
など、納税者にとって、様々な利点があることをご説明いただき、退職時には残税額の一括徴収の取扱いをして
いただきますよう格別のご配慮をお願いいたします。

（お願い）
　〇 異動届出書は２部綴っています。不足する場合は、コピーまたは、宗像市ホームページからダウンロードして使用してください。
　〇 退職等による異動で、残税額の徴収を普通徴収に切り替える場合は、本人にその旨を必ず伝えてください。
　〇 非課税のため市民税・県民税・森林環境税を給与等から天引きしていない方についても提出してください。

できるだけ一括徴収を（お願い）

《退職者等にかかる一括徴収制度》

異動届出書について
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※宗像市ホームページ(https://www.city.munakata.lg.jp/)からダウンロードできます。（A‐2）
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《異動届出書記入例》

✓

給与等の最終支払い月が２月で、２月分（３月10日納期
限分）で一括徴収する場合（ ）

①の欄　「特別徴収税額の通知書」の指定番号を
記入してください。

②の欄　婚姻等により姓を変更した場合は、新旧
それぞれ記入してください。

③の欄　 1月1日現在の住所を記入してください。
　　　　その後住所の変更があった場合は、異動
　　　　後の住所も正確に記入してください。
④の欄　「特別徴収税額の通知書」の特別徴収税額

を記入してください。なお、年度途中に
　　　　「変更通知書」を受けた方については、変

更後の特別徴収税額を記入してください。
⑤の欄　異動した人の月割額を「当初月分から何

月分まで徴収したか」と、「その期間の
徴収済額」を記入してください。一括徴
収の場合は、市への納入済額を記入して
ください。

⑥の欄　異動の事由が発生した（する）日付を
　　　　ご記入ください。

１．転勤・転職先で特別徴収継続
２．残税額を一括して徴収し納入
３．上記以外で残税額を普通徴収へ

⑦の欄　該当する徴収方法の数字を記入してください。

⑧の欄　転勤・転職先で特別徴収を継続する場合、
新しい勤務先に月割額と徴収開始月を連
絡し、記入してください。

⑨の欄　新しい勤務先にすでに当市が指定した番号
がある場合、記入してください。

新しい勤務先の所在地・名称を記入してください。⑩の欄　
異動した人の新しい勤務先での受給者番号を記入
してください。

⑪の欄　

⑫の欄※　　一括徴収する理由で該当する数字を記入してくだ
さい。

一括徴収した税額を何月分（何月何日納入期限分）
で 納入するかを記入してください。

⑬の欄　

一括徴収しない（できない）理由で該当する数字
を記入してください。

※⑫、⑭の詳細については、前頁のイ）、ロ）を参照

⑭の欄※　

上記⑤の「何月分まで」及び「徴収
済額」に誤記があった場合、個人に対
し残税額を普通徴収した後に、追徴
あるいは還付しなければならないこ
とになりますので、十分にご注意く
ださい。

●①
000600000

東郷 次郎
トウゴウ　ジロウ●②

31

R●
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１．異動が令和　年12月31日までで、一括徴収の申出がないため

異動後に出国する給与所得者が、一括徴収によらず普通徴収になる場合は、事前にご連絡ください。

※宗像市ホームページ(https://www.city.munakata.lg.jp/)からダウンロードできます。（A‐2）

２．令和　年５月31日までに支払われるべき給与又は退職手当等の額が未徴収税額（ウ）以下であるため

３．死亡による退職であるため

給 与 支 払 報 告
特 別 徴 収 年 度 １．現年度　　２．新年度　　３．両年度

給
与
支
払
者

義
務
者

特
別
徴
収

所　在　地
〒

特別徴収義務者
指　定　番　号

（あて先）

宗像市長 フリガナ

連
　

絡
　

先

担
　

当
　

者

所 属

氏名又は名称 氏 名
令和　　年　　月　　日提出 

電 話
内線（　　 　　）

個人番号
市記入欄 又は法人番号

 ←個人番号の記載に当たっては、
　 左端を空欄とし右詰めで記載

給
　
与
　
所
　
得
　
者

フリガナ

異　動　の　事　由

氏　名 （ア） （イ） （ウ）

受給者番号 月から

月まで

月から

月まで

異 動 後 の 未 徴 収
異  　動
年 月 日生年月日 年 　 　　月 　 　　日　 特別徴収税額

（年税額）
徴収済額 未徴収税額

（ア）－（イ）
税 額 の 徴 収 方 法

個人番号

年

月

( 本 人 納 付 )

１．特別徴収継続の場合

新しい勤務先へは、月割額　　　　　　　円を

　　　月分（□月□日納入期限分）から

徴収し、納入するよう連絡済みです。

特
別
徴
収
義
務
者

新
し
い
勤
務
先

特別徴収義務者
指　定　番　号

新規 法 人 番 号

異動後の
住 所

日円 円 円

１．
２．
３．
４．
５．
６．
７．

退 職
転 勤
休 職 ・ 長 欠
死 亡
支払少額・不定期
合 併 ・ 解 散
そ の 他

１．

２．

３．

特別徴収継続

一 括 徴 収

普 通 徴 収

１月１日
現在の住所

所　在　地

〒
担

当

者

連

絡

先

所
　

属

氏
　

名
フリガナ

受給者番号
氏名又は名称 電

　

話 内線（　　 　　）

２．一括徴収の場合
左記の一括徴収した税額は、

      月分（□月□日納入期限分）の

納入書で納入します。

理
　
由

１．異動が令和　年12月31日までで、一括徴収の申出があったため

２．異動が令和　年１月１日以降で、特別徴収の継続の申出がないため

徴収予定月日
徴収予定額

（上記（ウ）と同額）

月 日 円

３．普通徴収の場合 ※
市
町
村
記
入
欄

理
　
由

に係る給与所得者異動届出書

右から

番号を

記入

右から

番号を

記入

事由・理由

右から

番号を

記入

右から

番号を

記入

□
□
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《異動届出書記入例》

✓

給与等の最終支払い月が２月で、２月分（３月10日納期
限分）で一括徴収する場合（ ）

①の欄　「特別徴収税額の通知書」の指定番号を
記入してください。

②の欄　婚姻等により姓を変更した場合は、新旧
それぞれ記入してください。

③の欄　 1月1日現在の住所を記入してください。
　　　　その後住所の変更があった場合は、異動
　　　　後の住所も正確に記入してください。
④の欄　「特別徴収税額の通知書」の特別徴収税額

を記入してください。なお、年度途中に
　　　　「変更通知書」を受けた方については、変

更後の特別徴収税額を記入してください。
⑤の欄　異動した人の月割額を「当初月分から何

月分まで徴収したか」と、「その期間の
徴収済額」を記入してください。一括徴
収の場合は、市への納入済額を記入して
ください。

⑥の欄　異動の事由が発生した（する）日付を
　　　　ご記入ください。

１．転勤・転職先で特別徴収継続
２．残税額を一括して徴収し納入
３．上記以外で残税額を普通徴収へ

⑦の欄　該当する徴収方法の数字を記入してください。

⑧の欄　転勤・転職先で特別徴収を継続する場合、
新しい勤務先に月割額と徴収開始月を連
絡し、記入してください。

⑨の欄　新しい勤務先にすでに当市が指定した番号
がある場合、記入してください。

新しい勤務先の所在地・名称を記入してください。⑩の欄　
異動した人の新しい勤務先での受給者番号を記入
してください。

⑪の欄　

⑫の欄※　　一括徴収する理由で該当する数字を記入してくだ
さい。

一括徴収した税額を何月分（何月何日納入期限分）
で 納入するかを記入してください。

⑬の欄　

一括徴収しない（できない）理由で該当する数字
を記入してください。

※⑫、⑭の詳細については、前頁のイ）、ロ）を参照

⑭の欄※　

上記⑤の「何月分まで」及び「徴収
済額」に誤記があった場合、個人に対
し残税額を普通徴収した後に、追徴
あるいは還付しなければならないこ
とになりますので、十分にご注意く
ださい。
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